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は、世紀前半フランス語より‘   
 
  
























































り、 	  （ある解釈ができる）とか  	 	





























 ＜ ＋（＜ ）から］、（結果、効果）［ 	




 	 ＜ 	から］、	（呪物）［ から］などのように一
見してわからない語まで、ラテン語 	から生まれた語は英語に多くある。























現である  （正確な情報、詳細）や、   	（人生の避
けることのできない事実）や親が子どもに教える生殖に関する事実を意味す
る婉曲的表現である   	（性の実態）などの口語表現が生まれた。
補足的に説明したり、前言を強調したり、また要約したりするときに用い
られる や   は世紀の初めごろから使われるようになっ




















































 を“  
 	
   
 
  	 ! 
	,  " # 
	＝"" 	
  ”と定義している。比ゆ的に「わずかな、少ない」という意味
で世紀中ごろには用いられ始めた。例えば、	   
 $ 
は
















とができない物や諺の表現に用いられる。例えば、    

    
.（理論よりも実行）とか、    






















































た。俗語表現として   が世紀後半に現れているが、これ
は聖職者が兵士になることを意味した。また、   とは新聞社で朝
の!時に開始する勤務のシフトで、
  		（"-##）
という午後紙を発行する新聞社で$世紀中ごろに生まれた表現である。その
工場が %の埠頭にあり、そのシフトで働く人が仕事に向かう時間がロ
ブスター採りの人が船で海に出る時間と同じであったことに由来している。
は、$世紀か"世紀に古フランス語を経て、「イナゴ」の意
味で!世紀に英語に入ったと考えられる。#世紀にはイナゴが大量発生して
植物を食べつくす習性を比ゆ的に用いて「貪り食う人」とか「破壊的性癖の
ある人」の意味が生じた。 &は「欠乏と苦難の年、窮乏の歳月」を
意味する。世紀に-「イナゴマメやケイキョウの実」の意味が
加わる。これはギリシア語の名詞’α（バッタ、イナゴ類）が、形の類似
から、地中海東岸のレバント地方において
（イナゴマメ）に用い
られ、また
と
（ケイキョウ）の混同でケイキョウにまで
意味が広がったことの影響からにこれらの意味が加わったと考えられ
る。なお、洗礼者ヨハネが食べていたとするはこれらの実であろうと
信じられている。また、で初出の はアメリカの警官が使
う （イナゴマメ）の木でできた「棍棒」である。
